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沼，鹿折，松岩，新月，階上，大島の計 6 ヶ所に分かれている［気仙沼市史編さん委員会編 1995］。こ
の気仙沼市史は 1998（平成 10）年に全巻の発行が完了するが，この時はまだ，唐桑村と本吉町は独
立した町村であった。唐桑村は 2006（平成 18）年に気仙沼市と合併し，本吉町は 2009 年に編入さ
番号 種子 記号 主要碑文 年号 干支 西暦 備考 所在地
1 南無阿弥陀佛右志趣者為 〔法外〕 寛文五年 乙巳 1665 月雪妙口禅定尼
東中才 
浄念寺
2 南無阿弥陀佛〔法名付〕 寛文十三年 癸丑 1673 六月十日 東中才 浄念寺
3 南無阿弥陀佛〔法名付〕 延宝四年 丙辰 1676 十月二十九日 東中才 浄念寺
4 南無阿弥陀佛〔法名付〕 延宝五年 丁巳 1677 二月二日 月窓妙庵禅定尼
東中才 
浄念寺












夫以〔庚申〕 貞享元年 甲子 1684 十月七日
浪坂 
飯綱神社
8 南無阿弥陀佛 貞享五年 〔元禄元年〕 戊辰 1688
上西側 
常福寺跡





10 日輪 月輪 奉供養庚申 元禄三年 庚午 1690 十月二十日 東八幡前
11 奉供養庚申 元禄七年 申戊 1694 十月二十六日 鶴ケ浦 小松宅





13 〔南無阿弥陀佛と推定〕 元禄九年 丙申 1696 興福四世□口 上西側 常福寺跡





15 南無阿弥陀佛 元禄十二年 己卯 1699 閏九月十六日 長□坊
東八幡前 
八幡神社
16 元禄十五年 壬午 1702 五月十九日 忠永
西八幡前 
八幡寺跡
17 南無阿弥陀佛 元禄十六年 癸未 1703 二月十六日 東中才 興福寺
18 日輪 月輪 奉誦巳待供養処 宝氷元年 甲申 1704 九月二十日
浪板 
「高屋敷テッチョ」
19 奉供養庚申 宝氷二年 乙酉 1705 十月吉日 常覚院・□□院
東八幡前 
八幡神社













例えば，その 1 から 20 番は表 1 のように紹介されている。鹿折地区でもっとも古い金石碑は，近




















は 1 番で，調査順は 157 番，個別番号は 1 となるわけである。
枠内には，種別，写真番号，碑銘，建立年代，建立者，現所在地，記事，調査年月日，正面方位，
































碑銘 種子 記号 主要碑文










































と 185 は，鹿折八幡神社の境内とその周辺に集中した石碑群である。また，右上の 186，336，337
は浄念寺の境内とその周辺を指している。寺社や各村落の小祠の周辺には，石造遺物が集中する
傾向が，地図からも見て取れる。






























うに鹿折地区の石碑調査は，約 1 年半に渡って行われている。調査は 1985（昭和 60）年の 10 月 15
日に始まり，その年の間に 130 件近い石碑がカード化されている。翌年，翌々年も，断続的に調査
主要碑文 年号 干支 西暦 備考 地名 所在地 カード番号
（梵字）山僧□法印 慶安 2 己丑 1649 栄町「南」 390-2
奉供養庚申 享保 9 甲辰  1724* 11 月 20 日 浪板 高屋敷テッチョ 252-1
奉庚申供養 宝暦 4 甲戌 1754 12 月 20 日 東中才 白山保育所 391-1
奉供養 寛政 12 庚申 1800 10 月 11 日 新浜町一−八−九 157-3
庚申供養塔 寛政 12 庚申 1800 大浦　 厳島神社 164-7
奉供養 寛政 12 庚申 1800 10 月庚申日 上東側根 木戸脇家 192-1
山神供養塔 享和 3 癸亥 1803 12 月 12 日 鳥沢入 202-3
金比羅 文化 5 辰辰 1808 梶ヶ浦 庭渡神社 167-1
庚申真言（？） 文化 5 戌辰 1808 両沢 久須志神社 190-2
庚申塔 文化 6 己巳 1809 9 月吉祥日 万行沢　 163-1
大神宮 文化 6 己巳 1809 清明中浣日 上鹿折 行屋脇 194-1
湯殿・羽黒・月山
三山大権現塔 文化 7 庚午 1810 東八幡 八幡神社鳥居前 183-3
鳥海山大権現塔 文化 7 庚午 1810 東八幡 八幡神社鳥居前 183-5
象頭山 文化 7 庚午 1810 上鹿折 行屋 194-3
鹽竈宮供養碑 文化 8 辛未 1811 栄町 171-2
表 3　一覧表に記載されていなかった金石碑







1986（昭和 61）年の最初の 1 枚であり，1-390-2































年 日時 開始番号 終了番号 件数
1985
（昭和 60 年）
10.15. 157-1 170-5 35
10.23. 171-1 176-1 16
11.5. 183-1 190-12 44
11.8. 191-1 201-6 33
11.13. 202-1 204-1 6
1986
（昭和 61 年）
4.7. 252-1 253-2 3
7.18. 326-1 326-2 2
7.30. 334-1 334-2 2






































の碑は小々汐の有志によって立て直されることになる。震災後も，旧暦 8 月 15 日の鹿折八幡神社
のおさがり（神輿の渡御）と旧暦 10 月 10 日の金
比羅大権現の祭りでは，村の人々が集まって生米
（オハネリ）をまき，この碑にお参りする姿を見
















で金石碑については 7 基が記録されていた。2014 年の夏の段階で 7 基のうち 4 基が健在，2 基が倒
壊，1 基が大きく損壊していた。倒壊した 2 基については，調査カードの付加情報が非常に有用で










写真 6　164-2r 大浦 2014 写真 7　164-6r 大浦 2014
写真 8 　164-3r 大浦 写真 9　164-3r 大浦 2014
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は R を加えて一対の資料として捉えることにした。例えば最初に紹介した写真 1 は，カード 1-157-
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（2017 年 12 月 18 日受付，2018 年 8 月 3 日審査終了）
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This report is positioned as an essay considering the comprehensive archiving of stone artifacts in 
regions affected by the Great East Japan Earthquake Disaster. Our intention below is to rectify the in-
terest concentrated on a monument commemorating the earthquake disaster, to reconsider stone arti-
facts in general at a phase with higher affinity to the lifeworld, and to re-break and reset the resources 
and the research environment which had been fragmented by the earthquake disaster, recovering and 
realigning their bases. This report specifically considers resources used in investigating metal and 
stone steles in the process of compiling the history of Kesen-numa City. Although resources related to 
compiling the city history were spared damage by the tsunami, they remain unorganized to this day.
As for all the metal and stone steles, honorary steles, and other stone artifacts remaining in the 
region, many of them have not even had their current state confirmed. While some have been recon-
structed by volunteers in the area, many remain weather-beaten and neglected. Though damage by 
the earthquake disaster needs no mention, there are cases of rapid changes in the surroundings or 
threats to the existence of the stele itself due to large-scale recovery work. The pressing issue is to 
get an overview of the current state of these stone artifacts. What follows is an examination of digitally 
archiving stone artifacts and the issues involved by means of the Shishiori District of Kesen-numa City 
as a case study.
Key words: stone artifacts, metal and stone steles, archives, digitization, Great East Japan Earthquake 
Disaster
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